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序     文 

 

独立行政法人国際協力機構は、キルギス共和国と締結した討議議事録（Record of Discussion：R/D）

に基づき、2013 年 6 月より技術協力「輸出のための種子生産振興プロジェクト」を 5 年間の計画で

実施しています。 

今般、本プロジェクトの中間地点を迎えたことを受け、協力期間前半における実績の確認、計画に

対する達成度の検証、評価 5 項目の観点からの評価を行うとともに、プロジェクト後半の行動計画に

ついて検討することを目的として、2016 年 2 月 20 日から 3 月 12 日の間、当機構 本村知睦を団長と

する中間レビュー調査団を現地に派遣し、プロジェクト活動の評価を行いました。 

本報告書は、同調査団によるキルギス共和国関係者との協議及びレビュー結果等を取りまとめた

ものであり、本プロジェクト並びに関連する国際協力の推進に活用されることを願うものです。 

後に、本調査にご協力いただいた内外の関係者各位に対し、心からの感謝の意を表します。 

 

平成 28 年 7 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部長 三次 啓都 
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評価調査結果要約表 

I. 概要の案件  

国名：キルギス共和国 
概要の案件 ：輸出のための野菜種子生産振興プロジェ

クト 

分野：農業一般 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署: 農村開発部 

協力期間（5 年） 

2013 年 6 月 ～ 2018 年 6 月（5 年間） 

先方関係機関： 

（実施機関）農業・土地改良省 (MOAM) 

（関係機関）国家種子検査局（SSI）、キルギス種苗協

会（SAK）、KOSS 農業共同組合（KOSS） 

日本側協力機関：農林水産省、（独）種苗管理センター、

日本種苗協会）一社（  

1	－	1  協力の背景と概要 

キルギス共和国（以下、「キルギス」と記す）において、農業は GDP の 22％（2011 年）を占め、

人口の 3 割以上が従事する基幹産業である。乾燥した気候と山岳地帯の積雪による安定した水源を

有し、種子生産に適した環境が整っていることから、旧ソ連時代は種子の供給基地として発展して

いた。しかし、ソ連崩壊にともない種子生産においても国内生産の種子品質は低下、生産量は旧ソ

連時代の 100 分の 1 以下となり、その結果種子調達は海外からの輸入に頼っている状況にある。 

キルギス政府は、2011 年から 2015 年の「農業開発新戦略」において農産品・農産加工品の輸出

促進を掲げ、国内の種子生産の進行、特に今後農業分野における有力な輸出産品となり得る野菜種

子の生産と輸出促進を掲げている。しかし、生産者側の種子生産技術及び体制の未整備と人材不足、

輸出を担う企業ノウハウの不足、野菜種子生産に必要な検査技術の不足により、野菜種子の生産と

輸出はまだ十分な実績を出すに至っていない。 

このような状況のなか、キルギス政府は輸出可能な品質の野菜種子を生産できる企業及び農家を

育成する体制の構築、強化するために本技術協力をわが国に要請し、2013 年 6 月からプロジェク

トが開始された。現在、長期専門家（チーフ・アドバイザー、野菜種子生産、業務調整／研修計画）

が現地に派遣されており活動を実施している。 

プロジェクト開始後 2 年 8 カ月が経過し、今般案件の進捗状況、プロジェクト目標、成果の発現

状況、先方機関の体制を把握するとともに、プロジェクト残り期間の課題及び今後の方向性を確認

し、必要な提言を行うことを目的に中間レビュー調査を実施することになった。 

 

1	－	2 協力内容 

本プロジェクトは、輸出可能な品質の野菜種子の生産技術や輸出に必要な知識と技能を生産者に

普及するとともに、種子検査技術等、輸出に必要な体制を整備することを目的とする。 

 

（1）上位目標 

対象州における野菜種子の輸出量が拡大する。 
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（2）プロジェクト目標 

対象州における輸出可能な品質の野菜種子の生産が増加する。 

 

（3）成果 

1. 野菜種子生産産業振興のための実施体制が強化される。 

2. 研修農場での研修と FFS〔（手法）農民学校〕により、野菜種子生産技術が普及される。 

3. 野菜種子の検査技術が改善する。 

4. 種子輸出のための種子生産の企業化が進む。 

 

（4）投入（評価時点での実績） 

日本側： 

・長期専門家：6 名〔チーフ・アドバイザー（2）、野菜種子産業振興、野菜種子生産、業務

調整／研修管理、業務調整〕 

・短期専門家：3 名（ベースライン調査、研修管理、野菜種子生産／研修管理） 

・機材供与：150,807 米ドル 

・本邦／第三国研修：合計 21 名 

・在外事業強化費：18,760,368 キルギスソム（2945 万円 KGS = 約 1.57 円） 

キルギス側： 

・カウンターパート配置（MOAM、SSI、KOSS、SAK）：9 名 

・プロジェクト事務所（MOAM 内）、研修圃場、研修室、執務室（KOSS）  

・ローカルコスト：光熱費、電気料、電話料など  

II. 評価調査団の概要 

調査者 

側キルギス  

氏名 分野 所属 

Mr. TEN Dimitry 団長 農業・土地改良省品種検査・植物遺伝資源センター センター長 

Mr. ISMAILOV 
Sharshenbek 

団員 農業・土地改良省農業協同組合開発課 課長 

日本側 

氏名 分野 所属 

本村 知睦 団長 JICA 農村開発部 参事役 

東  太郎 協力企画 JICA 農村開発部農業農村開発第一グループ第二チーム 企画役

浜田 哲郎 評価分析 A & M コンサルタント有限会社 
  
調査期間：2016 年 2 月 20 日	～ 3 月 12 日 評価種類：中間レビュー 
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III. 評価結果の概要 

3 － 1 実績の確認 

（1）成果 

成果 1：達成されていない 

成果 1：野菜種子生産産業振興のための実施体制が強化される 

ベースライン調査は完了するとともに、SAK は“Concept of Development of the Seed Sector in the 
Kyrgyz Republic”案を取りまとめ、MOAM に審査のために提出した。しかし、MOAM との協

議や進展状況のモニタリング結果に基づく支援は行われていない。 
指標： 
SAK 会員へ SAK の野菜種子生産及び輸出に関

連した情報に対する満足度 

SAKが提供した情報に対する SAK会員の満足

度を測定する調査は、いまだ行われていない。

 

成果 2：一部達成されている 

成果 2：研修農場での研修と FFS により、野菜種子生産技術が普及される 

研修圃場や必要な施設は 2014 年に設置され、第 1 期と第 2 期の TOT 研修生に対して研修を実

施した。また第 1 期 TOT 研修生は 2015 年に FFS を実施した。 
指標 1： 
試験栽培マニュアルの完成 

達成されている。  
（マニュアル案は作成済み） 

指標 2： 
TOT 研修の結果、FFS の指導を適切に行うこと

ができると認められたトレーナーの人数：8 名

おおむね達成されている。 
（着実に研修が進められている） 

指標 3： 
FFS 研修に参加した種子生産者数：480 名 

達成されていない。（2016 年から開始される）

指標 4： 
研修内容を実践する種子生産者数：192 名 

達成されていない。（実施準備は完了している）

指標 5： 
ヘクタール当たりの平均野菜種子生産量が

350kg/ha に達する。 

達成されていない。 
（ヘクタール当たりの平均生産量は計測され

ていない） 

 

成果 3：おおむね達成されている 

成果 3：野菜種子の検査技術が改善する 

日本、韓国、ロシアで必要となる検疫について特定した。SSI 職員に対する本邦研修を 2015 年

に実施するとともに、同年に第 1 期 TOT 研修生が生産した野菜種子の検査を実施し野菜種子検

査技術を向上させた。 
指標：  
ISTA（国際種子検査協会）の基準に即した検査

が的確に実施できるようになる。 

SSI のラボラトリーのスタッフ 2 名は野菜種子

検査技術を着実に向上させつつある。 

 

成果 4：一部達成されている  

成果 4：種子輸出のための種子生産の企業化が進む 

第 1 期と第 2 期 TOT 研修生にビジネスマネジメント研修（BMT）を実施した。また、2013 年、

2014 年、2015 年にアジア太平洋種子協会（APSA）会議にカウンターパートを派遣して外国種

苗会社と情報交換を行いニーズを把握するとともに、外国種苗会社に対してプロジェクトの紹

介、野菜種子採種環境等の説明、キルギスにおける採種への関心を喚起するための試験採種へ

の参加要請を行った。 
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指標 1：  
野菜種子生産輸出企業としての経営能力が向

上する。 

一部達成されている。  
（BMT は計画通りに実施されている） 

指標 2： 
野菜種子生産輸出企業の数が４社以上に増え

る。 

達成されていない。  
（輸出の明確な定義が存在しない） 

 

（2）プロジェクト目標：達成されていない 

プロジェクト目標：対象州における輸出可能な品質の野菜種子の生産が増加する 

指標： 
対象州で生産される輸出可能な品質（発芽率、

純潔度、含水率及び異種の粒数）の野菜種子生

産が 9.4t に達する。 

明確な“輸出可能な品質”の定義が存在しない

ことから、現時点でこの指標を測定することが

困難である。 

 

（3）上位目標：達成されていない 

上位目標：対象州における野菜種子の輸出量が拡大する 

指標 1：  
野菜種子の輸出量が 14t に達する。 

明確な“輸出”の定義が存在しないことから、

輸出量と輸出対象国を測定することは困難で

ある。 
指標 2： 
輸出対象国が 4 カ国に増加する。 

 

3 － 2 評価結果の要約 

（1）妥当性：高い 

プロジェクトの目的と枠組みは、「キルギス持続的開発計画（2013～2017）」、「国家輸出開発

戦略（2015～2017）」、農業分野の戦略、またわが国の対キルギス援助計画に合致している。ま

た、プロジェクトはターゲット州の野菜種子生産者と潜在的な野菜種子生産者のニーズに対応

しているとともに開発課題（野菜種子の輸出）を達成するための手段として適切である。 

 

（2）有効性：中程度 

中間レビュー時点において、プロジェクト目標は「達成されていない」。また、2014 年 3 月

に設定された PDM（version 1）の指標は、次の理由から達成困難である；①輸出可能な種子の

品質が指標に定義されていない、②野菜種子生産者数は当初の見込みには達しないと思われる、

③指標は 2017 年に測定可能なデータである必要がある。しかしながら、プロジェクトは、プロ

ジェクト目標の方向に向けて進捗している。なお、プロジェクト目標と各成果の間の論理性は

確保されている。 

 

（3）効率性：中程度 

成果はある程度進捗しており、達成の見込みは中程度であるが、成果を測定する指標として

は適切でないもの（成果 1）、現状を踏まえ修正する必要のあるもの（成果 2 及び 4）がある。

投入については、キルギス側のカウンターパートが十分に配置されていない、日本側の一部の

専門家の派遣が遅れていることを除き、おおむね適切である。実施プロセスはおおむね満足で

きる状況である。JCC（本評価時点で 4 回開催）や定期的な会議等によりコミュニケーション

や情報共有は適切に取られている。 
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（4）インパクト：中程度 

「輸出」の定義が明確にされていないため、上位目標の現状の 2 つの指標の目標値を測定す

ることは困難である。正のインパクトは、①TOT 研修生の野菜種子生産技術が向上しているこ

と、②試験栽培を行う件数が急増していることである。他方、負のインパクトと予期されない

生と負のインパクトは、中間レビュー調査までに確認されていない。 

 

（5）持続性：中程度 

政策的な持続性は高い。プロジェクトにより導入された野菜種子生産技術は、研修生に定着

しはじめており、技術的な持続性は中程度である。他方で先方実施機関の組織的、財政的な持

続性はやや低く、今後の予測も困難である。また本プロジェクトでは研修生により設立が予定

される組織の組織的、財政的な持続性の重要性が高いが、プロジェクト後半に実施される活動

及び、外国種苗会社との契約締結状況によることから、それを予見することは難しい。 

 

3 － 3 プロジェクトの促進要因 

・TOT と FFS が計画通りに進捗していること。 

・試験栽培を通じて一部の外国種子会社がキルギスでの委託採種に関心を示していること。 

・2015 年 1 月に SSI は ISTA の再認証を受けており、また、年 3 回実施される熟練度テストに合格

していること。 

 

3 － 4 プロジェクトの阻害要因 

・SSI を除きキルギス側実施機関から、カウンターパートが計画通りに配置されていないこと。

（MOAM、SAK、KOSS） 

・SSI において進行中の組織再編により技術支援（成果 3）を 2015 年後半まで行えなかったこと。

・キルギスの野菜種子生産技術は基礎的レベルにとどまっているため、計画通り外国種苗会社とマ

ッチングを支援するには困難であること。 

 

3 － 5 結 論 

調査団はプロジェクトがプロジェクト期間の前半においては着実に進捗していることを確認し

た。プロジェクト活動の一部の遅れは、プロジェクト目標を達成する可能性を著しく低減させるも

のではなく、調査団はプロジェクトがプロジェクト目標を達成の途上にあると判断している。一方

で、PDM と PO は実施中のプロジェクト活動と現状に従って修正する必要がある。残されたプロ

ジェクト実施期間を考慮すれば、プロジェクトはプロジェクト活動の実施を促進させることが必須

である。 

 

3 － 6 提 言 

合同中間レビュー調査団は、JCC、キルギス側、プロジェクトに対して下記の事項を提言した。

プロジェクト関係者はこれらの事項を優先活動として取り上げることが期待される。 

 

（1）PDM と PO の改訂 

プロジェクトの現状と進捗状況、2 番目の提言に提示されているプロジェクトの目指す方向

性を考慮し、調査団は合同中間レビュー報告 Appendix 11 のとおり、PDM（version 2）と PO を
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修正すること。 

 

（2）プロジェクトの目指す方向性の明確化 

プロジェクトが目指す輸出を「外国の種苗会社との委託採種による輸出」とする。またこれ

を踏まえて、以下の 3 つの活動をプロジェク活動に取り入れること。  

・委託採種に求められるビジネスモラルの確立 

・研修生を中心とした野菜種子生産／輸出のための組織の設立 

・プロジェクト終了後の供与機材の効果的な活用のための管理体制の構築 

 

（3）カウンターパート機関の能力強化、プロジェクト終了後の成果の持続性を確保するため、当

初合意されたカウンターパートの配置。 
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Summary Results of the Mid-Term Review Study 

I. Outline of the Project 

Country: Kyrgyz Republic 
Project Title: The Project for Promotion of Exportable Vegetable 

Seed Production 

Issues/Sector: Agriculture Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 

Division in Charge: Rural Development Department  

Period of Cooperation: 

June 2013 – June 2018 (5 years) 

Implementation Organizations in the Partner Country: 

(Implementation Agency):  

Ministry of Agriculture and Melioration (MOAM) 

(Related Organizations): 

State Seed Inspectorate(SSI) 

Seed Association of Kyrgyzstan(SAK) 

KOSS Agriculture Cooperative (KOSS) 

Related Organizations in Japan: 

Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries 

National Center for Seeds and Seedlings 

Japan Seed Trade Association 

1-1. Background of the Project 

Agriculture sector is one of the basic industries of the Kyrgyz Republic, which accounts for 22% of GDP 

(2011) and employs more than 30% of its population. Kyrgyzstan used to be one of the main seed producers 

during Soviet Union time thanks to favorable environment for seed production, owing to arid climate condition 

and affluence of snowmelt water resources in the mountainous region. However after the Soviet Union 

dissolution, seed export also have fallen almost to one hundredth at present, and now the domestic market of 

seed is relying on import. 

The government of the Kyrgyz Republic puts the first place on export promotion of agriculture goods 

and agriculture processing products under “New Strategy for Agriculture Development” during the period of 

2011 -2015. However, it has not yet achieved sufficient level of volume for production and exports of 

vegetable seeds due to lack of human resources and underdevelopment of system and seed production 

technologies for the producers, lack of business know-hows in private companies responsible for exportation 

and lack of inspection technologies necessary with vegetable seed production.  

Under such circumstance, the government of the Kyrgyz Republic submitted the official request to the 

Government of Japan for the technical cooperation project in order to establish and strengthen the structure to 

train farmers and companies which will be able to produce vegetable seed with exportable quality. The Project 

for Promotion of Exportable Vegetable Seed Production in the Kyrgyz Republic has started since June 2013, 

and the three (3) Japanese experts, namely Chief Advisor, Vegetable Seed Production and Coordinator/Training 

Planning, have been currently dispatched and engaged in their respective activities.  

Since the two years and 8 months have passed after the start of Project, the Mid-Term Review study is to be 

implemented to make necessary recommendations by grasping progress of the Project, achievement of Project 
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Purpose and Outputs as well as by confirming issues and future perspective in the remaining period of the 

Project.  

  

1-2. Project Overview 

  The Project aims to disseminate the production techniques of vegetable seed with exportable quality, and 

skills and knowledge on exportation among the producers as well as to establish necessary structure to exports 

such as seed inspection techniques and so on.  

 

(1) Overall Goal 

Export volume of vegetable seed in the target area increases. 

 

(2) Project Purpose 

Vegetable seed production with exportable quality increases in the target Oblasts  

 

(3) Outputs 

1. Implementation system for seed industrial development is strengthened. 

2. Vegetable seed production skill is disseminated through training at the training farm and Farmer Field 

School (FFS) 

3. Testing skills for vegetable seed are improved 

4. Establishment of vegetable seed production company is promoted. 

 

(4) Inputs (as of Mid-Term Review) 

Japanese Side: 

-Long-Term Experts: 6 experts (Chief Advisor(2), Vegetable Seed Industry Promotion, Vegetable Seed 

Production, Coordinator/Training Planning, Coordinator) 

-Short-Term Expert: 3 persons (Baseline Survey, Training Management, Vegetable Seed production 

/Training Planning) 

-Equipment Provision: USD150,807  

-Training Program in Japan /third country: Total 21 persons 

-Local Operational Cost: KGS 18,760,368 (JPY 29,450 thousand, KGS= JPY 1.57) 

Kyrgyz Side: 

- Counterpart Assignment (MOAM, SSI, KOSS, SAK): 9 persons 

- Project office in MOAM, Training Farm, Training Room , Office Space (KOSS)  

- Operational Costs: Expenses for Heating system, Electricity, Telephone, etc. 

II. Evaluation Team 

Evaluater 

 Name Position Affiliation 

Kyrgyz 

Team 

TEN Dimitry Leader Director, State Center for Variety 

Testing and Plant Genetic Resources, 

MOAM 
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ISMAILOV Sharshenbek Member Head, Cooperatives Development 

Division, MOAM 

Japanese 

Team 

Tomochika MOTOMURA Leader Senior Advisor to Director General, 

Rural Development Department, JICA 

Taro AZUMA Cooperation 

Planning 

Advisor, Team 2, Agriculture and Rural 

Development Group 1, Rural 

Development Department, JICA 

Tetsuro HAMADA Evaluation 

Analysis 

Senior Consultant, A&M Consultant. 

Inc. 

Period of Evaluation: 20 Feb - 12Mar. 2016 Type of Evaluation: Mid-Term Review 

III. Results of Evaluation 

3-1. Achievements 

(1) Outputs 

Output 1: Not Achieved Yet 

Output 1: Implementation system for seed industrial development is strengthened. 

Progress: 

Baseline survey has been completed and SAK complied and submitted the draft paper on “Concept of 

Development of the Seed Sector in the Kyrgyz Republic” to MOAM for examination. But no supports based 

on results of monitoring and discussion with MOAM has been provided. 

Indicator:  

Degree of SAK members' satisfaction on 

information about vegetable seed production and 

export given by SAK 

The survey, which measures the degree of SAK 

members’ satisfaction on SAK provided 

information, has not yet been conducted.  

 

Output 2: Partly Achieved 

Output 2: Vegetable seed production skill is disseminated through training at the training farm and Farmer 

Field School (FFS) 

Progress: 

The training farm and necessary facilities were established in 2014, and TOT have been conducted for the 

1st and 2nd batch participants. The 1st batch TOT participants conducted FFS in 2015. 

Indicator1:  

Completion of experimental seed production manual

 

Achieved (draft manual prepared) 

Indicator 2: 

The number of trainers who are able to conduct and 

supervise FFS trainings: 8 persons 

 

Fairly Achieved (on the track to achieve) 

Indicator 3: 

The number of seed producers who participated in 

FFS: 480 persons 

 

Not Achieved Yet (It starts in 2016)  
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Indicator 4: 

The number of seed producers who carry out 

training techniques:  192 persons 

 

Not Achieved Yet  (prepared to implement) 

 

Indicator5: 

The average number of vegetable seed production 

per ha. will be 350kg/ha 

 

Not Achieved Yet (Production volumes per ha has 

not been calculated 

 

Output 3: Fairly Achieved 

Output 3: Testing skills for vegetable seed are improved 

Progress: 

The quarantine requirements of vegetable seed have specified for Japan, Korea and Russia. The technical 

training was conducted for SSI staff in Japan in 2015, and vegetable seed inspection techniques were 

improved by inspecting the vegetable seed produced by the 1st batch TOT participants in the same year. 

Indicator:  

Enable to inspect in accordance with ISTA standard 

2 members of SSI laboratory staff have improved the 

vegetable seed inspection techniques 

 

Output 4: Partly Achieved 

Output 4: Establishment of vegetable seed production company is promoted 

Progress: 

Business Management Training (BMT) has been conducted for the 1st and 2nd batch TOT participants. The 

counterparts and expert were dispatched to Asia Pacific Seed Association (APSA) Congress in 2013, 2014 

and 2015, and exchanged views and information with foreign seed companies to understand their needs, as 

well as introducing the Project and seed production in Kyrgyz. The Project invited foreign seed companies 

to participate in experimental seed production in order to evoke their interests in seed production in 

Kyrgyzstan.  

Indicator 1:  

Capability of business management for exportable 

vegetable seed company is improved. 

 

Partly Achieved (BMT are conducted on schedule) 

 

Indicator 2: 

The number of vegetable seed company will be 

more than 4 

 

Not Achieved Yet (No clear definition of export) 

 

(2)  Project Purpose: Not Achieved Yet 

Project Purpose: Vegetable seed production with exportable quality increases in the target Oblasts 

Indicator:  

By the end of the Project, vegetable seed production 

with exportable quality (germination rate, purity, 

moisture content rate and other seeds) increases by 

9.4t in the target Oblasts. 

It is difficult to measure this indicator at this moment 

because there is no clear definition of ”exportable 

quality “stated in the indicator. 
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(3) Overall Goal: Not Achieved Yet 

Overall Goal: Export volume of vegetable seed in the target area increases 

Indicator 1:  

Volume of seed export will be 14t 

It is difficult to predict the volume and destination 

countries because there is no clear definition of 

“export”. Indicator 2: 

Destination countries for vegetable seed export will 

increase to 4  

 

3-2. Review by the Five Evaluation Criteria 

(1) Relevance: High 

The objective and framework of the Project is consistent with the Sustainable Development Strategy 

(2013~2017), Governmental Plan for Export Development of the Kyrgyz Republic (2015~2017), 

development strategies of the agriculture sector, and the country assistance policy of Japan for Kyrgyzstan 

as well. The Project is also responding to the needs of present and potential vegetable seed producers in the 

target Oblasts and the approach is considered appropriate as a means to achieve development issue (export 

of vegetable seed). There are no factors identified to lower relevance of the Project. 

(2)  Effectiveness: Moderate 

At the time of Mid-Term Review, the Project Purpose has not been achieved yet. The indicator in PDM 

(ver1) which was established in March 2014 is difficult to be fulfilled due to the following reasons; 

(a)There is no clear standard of “exportable quality” stated in the indicator, (b) The number of vegetable 

seed producers will be less than initially estimated, and (c)Even though the Project is terminated in Jun 

2018, data collection on vegetable seed production with exportable quality will be conducted in 2017. 

However, the Project has been steadily progressed towards achievement of Project Purpose. Logical 

sequence between the Outputs and the Project Purpose is secured. 

(3) Efficiency: Moderate 

The Outputs have partly been progressed and expectancy of achievment is moderate. But there are 

inappropriate indicator to measure the degree of achievement of Output (Output 1) and indicators that 

should be adjusted in accordance with the present situation (Output 2 and 4). Inputs are generally 

appropriate except for full-time counterpart assignments of Kyrgyz side and delay in dispatching the 

experts of Japanese side. Implementation process has generally been satisfactory. The communication and 

information sharing have appropriately been conducted by organizing the JCC meetings (4 times by the 

time of Mid-Term Review) and periodical meetings  

(4) Impact: Moderate 

It is difficult to fulfill the present target figures of two indicators for Overall Goal due to the absence of 

clear definition of “export”. Positive impacts are: (1) vegetable seed production techniques of TOT 

participants have been improving and (2) number of trial seed production have been rapidly increasing. No 

negative impacts and no unexpected positive and negative impacts have been found by the time of the 
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Mid-Term Review. 

(5) Sustainability: Moderate 

Sustainability of policy aspect is high. The sustainability of the technical aspect is Moderate, since the 

vegetable seed production techniques introduced by the Project have been acquired by the participants. On 

the other hand, sustainability of organization and institutional, financial aspects for the Kyrgyz 

implementation agency are moderately low and difficult to predict in the future. As for the organizations 

that are planned to be created by TOT participants, it is difficult to prospect organizational, and financial 

sustainability since it really depends on the activities to be implemented in latter half of the Project period 

and conclusion of contracts with foreign seed companies.  

3-3. Major supporting factors to achieve the Project Purpose 

-TOT and FFS have been implemented as scheduled. 

- Some foreign seed companies showed interests in seed production in Kyrgyzstan through trial seed 

production. 

-SSI was reaccredited by ISTA as the certified seed inspection laboratory in January 2015 and passed ISTA’s 

proficiency test which is conducted 3 times a year. 

3-4. Major hampering factors to achieve the Project Purpose 

- Counterpart personnel have not been fully assigned by the Kyrgyz implementing agencies (MOAM, SAK 

and KOSS) except for SSI. 

- Technical cooperation activities to SSI (output 3) had not started by the second half of 2015, due to the 

on-going plan of reorganization of SSI. 

- The vegetable seed production technique of Kyrgyz producers remains at a basic level so that it is difficult to 

promote matching with foreign seed companies as planned. 

3-5. Conclusion 

The Joint Mid-Term Review Team confirmed that Project has made steady progress in the former half of the 

Project. The delay in some part of the Project activities has not critically decreased its potential to attain 

Project Purpose. The Team favorably judged that the Project is on right track to achieve the Project Purpose. 

The PDM and PO should be adjusted in accordance to the on-going Project activities and actual situation. 

Taking into consideration the remaining period of the Project, it is essential for the Project to accelerate 

implementation of the Project activities. 

3-6. Recommendations 

The Joint Mid-Term Review Team recommends the followings to JCC, the Kyrgyz side, and the Project. It 

is expected that the stakeholders will take these points as prioritized activities. 

(1) Amendments of PDM and PO 

Taking the current situation and progress of the Project and the basic direction of the Project in the 2nd 

recommendation into consideration, the Team recommends the amendments of PDM (version 2) and PO 

as shown in Appendix 11. of the Joint Mid-Term Review Report. 
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(2) Clarification of the basic direction of the Project 

The Team recommends to define “export” of this Project as “production and export of quality vegetable 

seeds under entrustment contract between Kyrgyz producers and foreign seed companies”. It is expected 

that all Project activities will be aligned to the basic direction to materialize such export. The Team 

recommends to incorporate the following three (3) points into the Project activities; 

- Strengthening the Business moral required for the seed production contracts 

- Establishment of organizations for the vegetable seed production and export. 

- Establishment of operation and maintenance system of equipment after the completion of the Project. 

(3) Assignment of required counterpart personnel to the Project in order to enhance the capacity development 

of counterpart agencies and to ensure the sustainability of the achievement of the Project. 
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第 1 章 中間レビュー調査の概要 

1	－	1 背 景 

キルギス共和国（以下「キルギス」と記す）において、農業は GDP の 22％（2011 年）を占め、人

口の 3 割以上が従事する基幹産業である。乾燥した気候と山岳地帯の積雪による安定した水源を有し、

種子生産に適した環境が整っていることから、旧ソ連時代は種子の供給基地として発展していた。し

かし、ソ連崩壊にともない集団農場制度が解体され、農地の私有化により小農化が進み、農業技術の

更新や普及システムの整備が十分に行われず農業生産性が著しく後退し、種子生産においても国内生

産の種子品質は低下、生産量は旧ソ連時代の 100 分の１以下となり、その結果種子調達は外国からの

輸入に頼っている状況にある。 

キルギス政府は 2011 年から 2015 年の「農業開発新戦略」において農産品・農産加工品の輸出促進

を掲げ、国内の種子生産の進行、特に今後農業分野における有力な輸出産品となり得る野菜種子の生

産と輸出促進を掲げている。他方、2000 年には民間の種子生産者によりキルギス種苗協会（Seed 

Association of Kyrgyzstan：SAK）が設立され、外国からの生産ニーズを含む種子産業関連の情報が収

集できる民間主導の体制が整いつつある。しかし、生産者側の種子生産技術及び体制の未整備と人材

不足、輸出を担う企業ノウハウの不足、野菜種子生産に必要な検査技術の不足により、野菜種子の生

産と輸出はまだ十分な実績を出すに至っていない。 

このような状況のなか、キルギス政府は輸出を目的とする優良野菜種子を生産できる企業及び農家

を育成する体制の構築、強化するために本技術協力をわが国に要請し、2013 年 6 月からプロジェク

トが開始された。現在、長期専門家 3 名（チーフ・アドバイザー、野菜種子生産、業務調整／研修計

画）が現地に派遣され活動を実施している。 

プロジェクト開始後 2 年 8 カ月が経過し、今般案件の進捗状況、プロジェクト目標、成果の発現状

況、先方機関の体制を把握するとともに、プロジェクト残り期間の課題及び今後の方向性を確認し、

必要な提言を行うことを目的に中間レビュー調査を実施することになった。 

 

1	－	2 目 的 

本プロジェクトの目標達成度や成果等を分析するとともに、プロジェクトの残り期間の課題及び今

後の方向性について確認したうえで、必要な提言を検討し、同結果を中間レビュー報告書として取り

まとめたうえで、関係者間で右内容を合意することを目的とする。 

 

1	－	3 合同中間レビュー調査団の構成 

合同中間レビュー調査団は、キルギス側と日本側のメンバーからなる。 

キルギス側 

名前 担当 所属 

Mr. TEN Dimitry 団長 
農業・土地改良省品種検査・植物遺伝資源セ

ンターセンター長 

Mr. ISMAILOV Sharshenbek 団員 農業・土地改良省農業協同組合開発課課長 
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日本側 

名前 担当 所属 

本村 知睦 団長 JICA 農村開発部参事役 

東  太郎 協力企画 
JICA 農村開発部農業農村開発第一グループ

第二チーム企画役 

浜田 哲郎 評価分析 A&M コンサルタント有限会社 

 

1	－	4 調査日程 

キルギスの現地調査は、2016 年 2 月 20 日から 2016 年 3 月 11 日にかけて実施した。現地調査日程

の詳細は付属資料 1 に示した。 

 

1	－	5 手 法 

中間レビューは、実施プロセス、計画の達成度、評価 5 項目によるレビューからなる。調査団は、

現地調査に先立ち文献調査を行い、現地調査においてはカウンターパート機関に対する質問票とイン

タビュー調査を実施するとともに、指導者育成研修（Training of Trainer：TOT）参加者や日本人専門、

さらにプロジェクトの関係者に対する聞き取り調査を行った。主要な面談者リストは付属資料 2 の

Appendix 2 に記載した。また、調査団はプロジェクト・サイトや TOT 参加者の圃場視察を行った。 

上記の調査結果に基づき、調査団は実施プロセスとプロジェクト進捗状況をレビューし、以下に示

す評価 5 項目に基づきプロジェクトをレビューした。 

 

評価 5項目の基準 

基準 内容 

妥当性 「プロジェクト目標」「上位目標」は政府・実施機関・ターゲットグ

ループの政策・ニーズと合致しているか。 

有効性 「アウトプット」（成果）によって「プロジェクト目標」がどこまで

達成されたか。 

効率性 「投入」が「アウトプット」（成果）にどのようにどれだけ転換され

たか。投入の質、量、手段、方法、時期は適切か。 

インパクト プロジェクトが実施されたことにより生じる直接的、間接的な正負の

影響。計画当初に予測されなかった影響や効果も含む。上位目標達成

の見込み。 

持続性 プロジェクト終了後もプロジェクト実施による効果が持続されるか。
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第 2 章 プロジェクトの概要 

2 － 1 プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）は、プロジェクトの枠組み

を規定する文書である。 PDM（version 0）の原案は、 2013 年 2 月 13 日に署名された討議議事録 

（Record of Discussion：R/D）に添付されたものである。 

付属資料 2 の Appendix 3 の PDM（version 1）は、2014 年 3 月 7 日に開催された第 1 回合同調整委

員会（Joint Coordination Committee：JCC）で公式に承認された。この PDM（version 1）は、原案の

PDM（version 0）に設定している指標に具体的な目標値を付し、外部条件の設定や活動の特定を行っ

ている。本中間レビューは PDM（version1）に基づき実施した。 

なお、2013 年 2 月 13 日に署名された R/D は 2015 年 1 月 31 日に改訂され、ジャララバード州とオ

シュ州がプロジェクト対象地域に加えられた。 

 

2	－	2 プロジェクトの枠組み 

PDM（version1）と改訂 R/D に基づくプロジェクトの枠組みを表 2 - 1 に記述する。 

 

表 2 - 1 プロジェクトの枠組み 

プロジェクトの範囲 

実施期間 2013 年 6 月	～	2018 年 6 月（5 年間） 

対象地域 チュイ州、タラス州、ジャララバード州、オシュ州 

受益層 対象州のおける野菜種子生産農家（192 名） 

実施機関 

農業・土地改良省（Ministry of Agriculture and Melioration：MOAM） 
種子産業開発課 

KOSS 農業共同組合（KOSS Agriculture Cooperative：KOSS） 

国家種子検査局（State Seed Inspectorate：SSI） 

キルギス種苗協会（Seed Association of Kyrgyzstan：SAK） 

 

プロジェクトの概要 

プロジェクトの要約 外部条件 

上位目標 
対象州における野菜種子の輸出量が拡大

する 

1. 種子産業振興のための法律、規則、政

策が維持される 
2. 生鮮野菜と比して、野菜種子の価格競

争力が維持される 

プロジェクト

目標 
対象州における輸出可能な品質の野菜種

子の生産が増加する 

1. 種子生産の関連する深刻な病害虫が

発生しない 
2. 種子生産に影響を与えるような極端

な異常気象が発生しない 

成果 1 
野菜種子生産産業振興のための実施体制

が強化される 
1. 治安が悪化しない 
2. 外国のキルギスの野菜種子生産に対

するニーズが減らない 1-1  対象州における野菜種子生産量・野菜生産量及び生産

技術、種子使用状況を調査する（ベースライン調査）
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1-2  種苗協会（SAK）は輸出可能な野菜種子生産にかかる

種子政策・規則などについて政府に提言を行う 
1-3  SAK は 1-1 のモニタリング状況及び 1-2 の提言内容を

踏まえ、種子生産者に対し支援活動を行う 

成果 2 
研修農場での研修と FFS により、野菜種子

生産技術が普及される 
2-1  研修農場の圃場及び研修施設を整備する 
2-2  研修農場において試験栽培を行い、種子生産マニュア

ルを作成する 
2-3  研修農場において TOT 研修を実施する 
2-4  TOT 研修修了者は種子生産研修（FFS）を実施・モニ

タリングする 

成果 3 野菜種子の検査技術が改善する 

3-1  輸出するうえで野菜種子の品質上対応が必要な項目と

その処置を特定する 
3-2  現在のキルギスの技術水準・リソースで対応可能な検

査技術について改善を行う 

成果 4 
種子輸出のための種子生産の企業化が進

む 
前提条件 

4-1  野菜種子生産者の経営能力の向上のため、研修活動を

実施する 
4-2  外国種苗企業とのマッチングを行う 

MOAM に種子振興活動の実施予算が配

賦される 
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第 3 章 実施プロセス 

3 － 1 実施体制 

図 3 - 1 で示すプロジェクトの実施体制は、2014 年 3 月 7 日に開催された第 1 回 JCC 会合で確認・

承認された。2013 年 2 月 13 日署名の R/D に記載されている実施構造と、種子生産者クラブを除いて、

大きな変更はない。種子生産者クラブの役割は SAK の役割に統合されることとなった。 

 

TOT Training Unit
(Farm field at KOSS)

Production Group
(Cooperatives)

Seed Production     
Company Individual Farmers

Local  
Consultant

JICA 
Experts

KOSS Staff

Training of Trainers

…

…

…

…

…

…

（ Trainer＝8人）

（ Seed Producer＝192人）

Farmers Field School(Training)

Expansion & Technical 
Improvement  on
Vegetable Seed 
Producers (target area)

≪Project Purpose≫
Increase of exportable seed production

Vegetable Seed Export

International Market(International Seed Company)

SSI
InspectionISTA 

Standards

SAK
 Business Matching
 Collection of  Information on
Seed company’s need’s, Condition for Export

MOAM

Provision of attractive
Environment  /framework  for
vegetable seed producers
*cf. loosing regulations  

Vegetable Seed 
cultivation Manuals

(developed based on 
experiments in field)

 Business Seminar / Training
 Provision of Seed Business Information

Policy Proposal
(representing seed 

producers  )

 

図 3 - 1 プロジェクト実施体制 

 

プロジェクト関連機関の役割と責任は表 3 - 1 に記述した。 

 

表 3 - 1 プロジェクト関連機関の役割と責任 

機関 役割と責任 

農業・土

地 改 良

省

（MOAM） 

MOAM はキルギス側実施機関 

プロジェクト・ダ

イレクター 
MOAM 大臣 
プロジェクトの全体的な管理と実施の責任 

プロジェクトマ

ネージャー 
土地管理局局長 
プロジェクトの運営、技術的事項の責任 

カウンターパー

ト 1 

土地管理局種子産業課の課員は JICA 専門家と協働して、会合や研修

の開催、関係機関との連絡、調達の促進、成果 1 に関連する円滑な活動

の実施などを含む、すべてのプロジェクト活動に必要な調整を行う。 

カウンターパー

ト 2 
MOAM 傘下の SSI 職員は JICA 専門家とともに、特に種子検査分野に

関連する業務を行い、成果 3 を達成するための活動に責任を負う。 
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SAK 
カウンターパー

ト 3 

SAK 職員は JICA 専門家と協働して、成果 1 と成果 4 を達成するた

めの活動の責任を負う。特に、種子生産者に対するサービス活動の

向上、種子生産者や公的セクターとの調整、国際的な機関や民間会

社との連絡を担う。 

KOSS 
カウンターパー

ト 4 
KOSS 職員は JICA 専門家と協働して、成果 2 に関係する活動を負

う。特に、研修圃場の設置、圃場の管理、研修活動の調整を担う。

JICA 専

門家 
JICA 専門家はプロジェクト実施の関連する事項に関して、キルギス側に技術的指導、助

言、提言を行う。 

 

3 － 2 運営管理と意思決定 

プロジェクト運営管理に関する重要な意思決定は JCC で行われる。JCC の役割と責任を以下に示

す。 

 

JCC は実施機関の間の調整を促進するために設置され、少なくとも年 1 回、また、必要と判断される際に

開催される。JCC は年間事業計画の承認、すべての進捗状況のレビュー、プロジェクトのモニタリングと評

価、プロジェクト実施中に発生する主要事項を討議・意見交換を行う。 

 

JCC メンバーは表 3 - 2 のとおり。 

 

表 3 - 2 JCC メンバー 

キルギス側 日本側 

議長 
・MOAM 大臣(プロジェクト・ダイレクター) 

・JICA キルギス事務所所長 
・プロジェクト専門家 
・JICA が派遣した日本人関係者 
（必要に応じ） 

 
 
注：在キルギス日本大使館とその他の関係者は

オブザーバーとして JCC に参加 

秘書役 
・大臣秘書、MOAM 
メンバー 
・プロジェクトマネージャー 
・MOAM 種子産業課課長 
・SSI 局長 
・SAK 会長 
・KOSS 農業共同組合組合長 

 

JCC 会合は中間レビューまでに 4 回開催されている。各会合での主要議題を表 3 - 3 に取りまとめ

た。 

 

表 3 - 3 JCC 会合 

年月日 主要事項 

1 回目 2014 年 3 月 7 日 • 各関係機関の役割と運営管理の確認 
• PDM（version1）の変更と PO の承認 
• 定期モニタリングの報告 
• SAK に期待される役割 
• 種子処理機（Seed Processing Machinery）の調達 
• 対象野菜（玉ネギ、ピーマン、ニンジン） 
• TOT における現地コンサルタントの役割 
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• 研修圃場運営チームの編成 
• TOT 実施方法 
• FFS 実施協定 
• SSI の役割と責任 

2 回目 2014 年 6 月 30 日 • PDM の成果の達成状況 

3 回目 2014 年 11 月 28 日 • PDM の成果の達成状況 
• 各成果の活動予定 
• 日本人専門家からのフルタイムカウンターパート配置の要望 

4 回目 2015 年 7 月 31 日 • PDM の成果の達成状況 
• 各成果の活動予定 
• 日本人専門家からのフルタイムカウンターパート配置の要望 
• 2015 年度の本邦研修計画 
• KOSS 研修圃場の移転計画 

 

3 － 3 運営指導調査団の派遣 

プロジェクト運営指導調査団は、中間レビューまでに 5 回派遣されている。プロジェクト運営指導

調査団の概要を表 3 - 4 に取りまとめた。 

 

表 3 - 4 プロジェクト運営管理調査団の派遣 

 所属 目的 期間 

1 
運営指導： 
JICA 職員 
（2 名） 

プロジェクトと、プロジェクト枠組みについて協議を行い、上位

目標、プロジェクト目標、成果 1 ～ 4 までの指標や成果達成のた

めの活動内容を検討・変更する。 

2013 年 10 月

28 日 ～ 11 月

7 日 

2 

運営指導： 
JICA 職員 
（2 名） 

PO と PDM の指標・数値目標を協議し、JCC にて合意を得るとと

もに、PO の実行にあたり、対象とする作物やキルギス側カウン

ターパート及び日本専門家、その他（ローカルコンサルタント）

の役割等を確認し、ミニッツにおいて記載・合意する。さらに、

プロジェクト運営の状況全般（コミュニケーション状況）を日本

人専門家から聞き取り、必要に応じ指導する。 

2014 年 3 月 1
日 ～ 3月 9日

3 
運営指導： 
JICA 職員 
（2 名） 

プロジェクトの進捗状況を確認し、プロジェクト専門家に必要な

指導・助言を行うとともに、JCC にオブザーバーとして参加する。 
2014年6月21
日 ～ 7月 2日

4 

種子生産に関す

る運営指導： 
JICA 国際協力専

門員 

TOT 及び FFS の実施状況、実施方法を確認し、必要に応じて指

導する。また、TOT 研修生の種子生産技術レベルを確認し TOT、
FFS の実施のあり方につき提言する。さらに、国内市場、周辺国

市場への種子販売の可能性を調査するとともに、プロジェクトで

取り扱う可能性について、専門家と協議し活動につき提案する。 

2015年7月25
日 ～ 8月 9日

種子検査に関す

る運営指導： 
（独）種苗管理

センター 

野菜種子品質検査に関する政策、法制度、組織改編の状況と改編

後に想定される実施体制（組織、人員、予算等）、技術レベル等

の現状について調査・評価を行い、課題を明らかにし、種子品質

検査分野の技術指導内容について提案する。 

2015年7月25
日～8 月 2 日

5 

種子産業振興に

関 す る 運 営 指

導：外部専門家 

TOT 研修生の技術レベル（野菜種子生産及び種子輸出振興）を

踏まえ、企業化研修のあり方及び種子輸出振興分野の支援の方向

性について取りまとめ、専門家及びカウンターパートに提言す

る。 

2015年11月2
日～11月13日
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第 4 章 計画の達成度 

4 － 1 投 入 

4 － 1 － 1 日本側の投入 

日本側からの投入の概要を表 4 - 1 に示す。詳細な日本側からの投入状況については付属資料に

記述した。 

 

表 4 - 1 日本側からの投入の概要 

専門家派遣 

長期専門家 
（6 名） 

チーフ・アドバイザー 
2013 年 6 月 3 日 ～ 2014 年 9 月 23 日 
野菜種子産業振興： 
2014 年 9 月 24 ～ 2015 年 5 月 31 日 

チーフ・アドバイザー：2014 年 9 月 24 日～現在 

野菜種子生産：2013 年 6 月 3 日 ～ 現在 

業務調整／研修計画：2013 年 9 月 10 日 ～ 2015 年 9 月 7 日 

業務調整：2015 年 11 月 2 日 ～ 現在 

短期専門家 
（3 名） 

ベースライン調査：2013 年 8 月 2 日 ～ 2013 年 10 月 29 日 

研修管理：2014 年 7 月 6 日 ～ 10 月 31 日 

野菜種子生産／研修管理：2015 年 4 月 17 日 ～ 11 月 29 日 

本邦研修と第三

国研修 

カウンター

パート研修 
（21 名） 

カウンターパート研修：9 人（2013 年 11 月 12 日 ～ 2013 年 11
月 25 日） 

種子検査：2 人（SS1）（2015 年 11 月 9 日～2015 年 11 月 21 日）

カウンターパート研修：10 人（TOT）（日本：2015 年 11 月 30 日

～ 2015 年 12 月 9 日、タイ国：2015 年 12 月 10 日 ～ 2015 年 12
月 19 日） 

供与機材 
(150,807米ドル) 

2013 年 6 月 3 日～2014 年 4 月 3 日 68,917 米ドル 

2014 年 4 月 1 日～2015 年 3 月 31 日 61,516 米ドル 

2015 年 4 月 1 日～2016 年 2 月 29 日 20,374 米ドル 

在外事業強化費 
(KGS18,760,368
：約 2,945 万円) 

2013 年度 KGS2,322,673（約 365 万円） 

2014 年度 KGS9,001,072（約 1,413 万円） 

2015 年度（2016 年 1 月 31 日まで） KGS7,436,723（約 1,168 万円） 

*KGS=約 1.57 円 

 

4 － 1 － 2 キルギス側の投入 

キルギス側からの投入の概要を表 4 - 2 に示す。 
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表 4 - 2 キルギス側からの投入の概要 

人員の配置 

プロジェクト・

ダイレクター 

MOAM 

Chyngysbek UZAKBAEV（2013 年 6 月 ～ 2014 年

2 月） 

Taalaibek AIDARALIEV（2014 年 2 月  ～  2015 年

11 月） 

Turdunazir BEKBOEV（2015 年 11 月  ～  現在） 

プロジェクトマ

ネージャー 

Jigitaly ZHUMALIEV V、MOAM 土地管理局、局

長 

カウンターパー

ト配置 SSI 

Vyacheslav RUDENKO（局長） 

Ulan UZAKBAEV（局長） 

Taalaibek AIDARALIEV（局長） 

SAK Abduhakim ISLAMOV（会長） 

KOSS Aleksandr BARKO（会長） 

土地と施設 プロジェクト事務所（MOAM 内）、KOSS における研修圃場、研修室、執務室

ローカルコスト 

2013 年 

光熱費、電気代金、電話料など 
金額等は入手できなか

った。 
2014 年 

2015 年 

 

4 － 2 活 動 

調査団は PO の活動計画に基づき、プロジェクトの実際の進捗状況を確認した。付属資料 2 の

Appendix 5 に示すように、プロジェクト活動は概して着実に進展しており、本報告書の後半部分

で記述した制約要因や困難にもかかわらず、著しい遅れは確認されていない。 

 

4 － 2 － 1 成果 1 を産出するための活動の進捗 

活動の進捗状況を表 4  -  3 に示す。 

 

表 4 - 3 成果 1を産出するための活動の進捗状況 

成果 1：野菜種子生産産業振興のための実施体制が強化される 

活動 進捗 

1-1 対象州にお

ける野菜種

子生産量・野

菜生産量及

び生産技術、

種子使用状

況を調査す

る（ベースラ

イン調査） 

1-1-1 専門家は BLS（ベースライン調

査）のための調査項目を作成する

2013 年 7 月に、短期専門家はカウンターパ

ート及び他の専門家と協議のうえ、調査項

目（ベースライン調査業務計画）を決定し

た。 
1-1-2 ローカルコンサルタント及びプ

ロジェクトはベースライン調査を

行う 

2013 年 9 月 ～ 10 月に、短期専門家と現地

コンサルタント（M-Vector）はベースライ

ン調査のための情報収集調査を実施した。

1-1-3 ローカルコンサルタントは調査

結果をまとめる 
2013 年 10 月、1-1-2 の調査結果に基づき、

短期専門家がベースライン調査報告書を

作成した。 
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1-1-4  PO と PDM に準じてモニタリン

グを定期的に行う。 
第 1 回 JCC（2014 年 3 月 7 日）にて PDM、

PO が確定したあと、プロジェクトは PO
の各項目に沿ってモニタリングを実施し、

結果を 3 回の JCC（第 2 回：2014 年 6 月

30 日、第 3 回：2014 年 11 月 28 日、第 4
回：2015 年 7 月 31 日）にて報告した。 

1-2 種 苗 協 会

（SAK）は輸

出可能な野

菜種子生産

にかかる種

子政策・規則

などについ

て政府に提

言を行う 

1-2-1 SAK は政府に対する過去の提言

を整理する 
2014 年 6 月に、SAK は MOAN に種子

セ ク タ ー 振 興 政 策 （ CONCEPT OF 
DEVELOPMENT OF THE SEED SECTOR 
IN THE KYRGYZREPUBLIC）のドラフト

を提出した。2014 年 8 月に、国内支援員会

のコメントを踏まえ、プロジェクトは右ド

ラフトに対するコメントをSAKに提出し、

SAK は同コメントを MOAN に提出した。

その後、MOAN における検討が進んでお

らず、政策の決定・採択には至っていない。

1-2-2 SAK は自国の野菜種子生産振興

政策、輸出にあたっての規則など

の問題点を分析し、検証する。 
1-2-3 SAK は政府へ野菜種子生産振興

政策、輸出にあたっての規制緩和

などについて協議する 

1-3 SAK は 1-1
のモニタリ

ング状況及

び 1-2 の提言

内容を踏ま

え、種子生産

者に対し支

援活動を行

う 

1-3-1 SAK は野菜種子生産及び輸出に

関する会員ニーズを把握する 
これまでのところ SAK による会員のニー

ズ把握に関する明示的な動きはない。 
1-3-2  SAK は 1-3-1 で得られたニーズ

及び 3-1-1、4-2-1 で得られた情報に

基づき野菜種子生産及び輸出に関

連した情報発信活動を行う 

SAK はプロジェクトの活動状況やアジア

太平洋種子協会（APSA）への参加結果に

ついてのみ、ホームページ等を通じて会員

に対する情報提供を行った。 

 

4 － 2 － 2 成果 2 を産出するための活動の進捗 

活動の進捗状況を表 4  -  4 に示す。 

 

表 4 - 4 成果 2を産出するための活動の進捗状況 

成果 2：研修農場での研修と FFS により、野菜種子生産技術が普及される 

活動 進捗 

2-1 研修農場の

圃場及び研

修施設を整

備する 

2-1-1 プロジェクトは研修施設（専門家

執務室、研修室）を整備する 
2013 年 12 月に専門家執務室（MOAM 内）、

2014 年 4 月に研修室（KOSS 内）がそれぞ

れ設置された。 
2-1-2 プロジェクトは研修圃場を整備

する 
2014 年 3 月に圃場用のフェンス、2014 年 4
月に灌水施設がそれぞれ完成した。 

2-1-3 プロジェクトは灌水に使用する

水源の水質調査を実施する 
2013 年 11 月に水質調査を実施し、灌水用

として問題ないことを確認した。 
2-1-4 プロジェクトは種子調整場を整

備する 
2014 年 12 月に種子調整場を KOSS 内に整

備した。 
2-1-5 プロジェクトは堆肥場を整備す

る 
2013 年 12 月に堆肥場が完成した。 

2-1-6 プロジェクトは育苗用施設を整

備する 
2014 年 5 月に育苗用温室が完成した。 

2-1-7 プロジェクトは種子生産に必要

なその他の機材を整備する 
以下の主要機材と施設を調達・整備した。

2014 年 3 月：トラクタ（バケット、ロータ

リー、畝立機付き） 
2015 年 1 月：小型吸引型風力選別機 
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2015 年 2 月：発芽試験機 
2015 年 3 月：種子保管庫と種子乾燥温室 
2015 年 9 月：種子洗い場の設置 

2-2 研修農場に

おいて試験

栽培を行い、

種子生産マ

ニュアルを

作成する 

2-2-1 KOSS は研修圃場運営責任者を決

定する 
研修圃場運営責任者は指名されたが、業務

は実施されていない。 
2-2-2 3-1 の結果に基づいてプロジェク

トチームは試験栽培作物を選定す

る 

専門家は 2014 年、2015 年及び 2016 年の試

験栽培作物を選定した。（3-1 活動を参照）

2-2-3プロジェクトは試験栽培計画を決

定する 
専門家は 2014 年、2015 年及び 2016 年の試

験栽培計画を策定した。 
2-2-4 研修圃場運営責任者は研修圃場

運営チームを編成する 
試験栽培は、専門家、プロジェクト・スタ

ッフ、ローカルコンサルタントにより実施

されている。 
2-2-5 研修圃場運営チームは試験栽培

を行い、結果を報告書に取りまと

める 

専門家は 2014 年に 7 品目・16 品種、2015
年に 17 品目・35 品種の試験栽培を行い、

結果を報告書に取りまとめた。付属資料 2 
の Appendix  6 参照 

2-2-6 研修圃場運営チームは試験栽培

報告書に基づき種子生産マニュア

ルを作成する 

ローカルコンサルタントは、専門家の指導

のもとで 2014 年及び 2015 年に採種マニュ

アル案を作成した。作成した採種マニュア

ル案の対象品目は以下のとおり。 
・2014 年：タマネギ、ニンジン 
・2015 年：タマネギ、ニンジン、インゲン

マメ、ピーマン、スイカ、ネギ、カボチャ

また、プロジェクトは 2016 年にニンジ

ン、タマネギ、カボチャ、ネギについて

FFS 参加者向けの簡易な採種マニュアル

を作成した。 
2-3 研修農場に

おいて TOT
研修を実施

する 

2-3-1 プロジェクトは、野菜種子生産者

の研修ニーズを把握する 
TOT 参加者の研修ニーズを調査した。 

2-3-2 研修圃場運営チームは TOT 研修

計画書を作成する 
専門家は 2014 年、2015 年、2016 年の TOT
研修計画書を作成した。 

2-3-3 SAK と研修圃場運営チームは

TOT 研修計画に基づき、参加者を

選考する 

専門家は、カウンターパートと協議のう

え、TOT 研修計画に基づき、2014 年（1 期

生）、2015 年（2 期生）の TOT 参加者を募

集・選考した。その結果、1 期生 14 名、2
期生 14 名が選考された。TOT 参加者リス

トは付属資料 2 の Appendix  7 に記載した。

2-3-4 研修圃場運営チームは TOT 研修

を実施する 
専門家、プロジェクト・スタッフ、ローカ

ルコンサルタントは 2014 年及び 015 年の

TOT 研修を実施した。TOT 研修の詳細は付

属資料 2 の Appendix 8 に示した。 
2-3-5 研修圃場運営チームは TOT 研修

を評価する 
専門家、プロジェクト・スタッフ、ローカ

ルコンサルタントは毎回の TOT 実施後に

レビュー会議を開催するとともに、毎年の

TOT 終了時に研修実施結果の評価を行い、

翌年の TOT 計画策定の参考とした。 
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2-4  TOT研修修

了者は種子

生 産 研 修

（FFS）を実

施・モニタリ

ングする 

2-4-1 TOT 研修修了者は、FFS について

計画を策定する 
TOT  1 期生は、専門家の指導のもと、2015
年の FFS 実施計画を策定した。 

2-4-2 研修圃場運営チームは TOT 研修

修了者が作成する FFS の計画に助

言を行う 

専門家は、TOT  1 期生に対して 2015 年及

び 2016 年の FFS 実施計画策定に関する助

言を行った。また、専門家は、TOT  2 期生

に対して 2016 年の FFS 実施計画策定に関

する助言を行った。 
2-4-3 TOT 研修修了者は、計画に基づ

き、FFS 参加者を選考する 
TOT  1 期生は、専門家の支援を受けつつ、

2016 年の FFS 参加者を募集・選考した。 
2-4-4 TOT 研修修了者は FFS を実施す

る 
TOT  1 期生は 2015 年に自己圃場において

野菜種子生産を行った。 
2-4-5 プロジェクトは FFS に対しモニ

タリング・助言を行う 
プロジェクトは、2015 年に 1 期生の FFS
について延べ 28 回のモニタリング（巡回

指導）を行った。5 月  ～  8 月の間に、長期

専門家チーム、短期専門家チーム、ローカ

ルコンサルタント・チームの 3 チームが、

3 カ所（タラス、チュイ北、チュイ南）を

交替で巡回し、現場で 1 期生に対する技術

指導を行うとともに、3 チームによるモニ

タリング結果共有のためのミーティング

を開催して、各研修生の FFS 実施状況につ

いて確認・共有を行った。 
2-4-6  TOT 研修修了者は、生産した種

子を栽培し、品質（純度）を確認

する 

TOT  1 期生は種子の品質を確認するため

に、2015 年の FFS で採種した種子の試験

栽培を行う計画である。 

 

4 － 2 － 3 成果 3 を産出するための活動の進捗 

活動の進捗状況を表 4 - 5 に示す。 

 

表 4 - 5 成果 3を産出するための活動の進捗状況 

成果 3：野菜種子の検査技術が改善する 

活動 進捗 

3-1 輸出するうえで野菜種子の品質上対応が

必要な項目とその処置を特定する 
SAK は、7 品目の野菜種子〔トマト、ナス、ピーマン、

ユウガオ、タマネギ、ネギ、マメ（インゲン、ダイズ、

エンドウ）〕について、日本、韓国及びロシアに輸出

する際の植物検疫条件を調査した。 
3-2 現在のキルギ

スの技術水準・

リソースで対応

可能な検査技術

について改善を

行う 

3-2-1 SSI は検査技術の

ニーズを特定する 
2015 年前半までは MOAN 内で SSI の組織再編が計画

されていたため、プロジェクトは技術支援の実施を留

保していた。SSI の検査ラボについては組織再編の影

響を受けない見込みが高まったため、2015 年 7 月～8
月に派遣された巡回指導調査団により、SSI 検査ラボ

スタッフの検査技術ニーズの調査が行われた。2016 年

2 月現在、本邦研修実施後の更なる技術支援ニーズに

ついて SSI が検討を行っている。 
3-2-2 SSI と短期専門家

はキルギスのリソ

ースで対応可能な

検査技術について

改善する 

2015 年 11 月に SSI 検査ラボの 2 名のスタッフが本邦

カウンターパート研修に参加し、野菜種子の検査技術

を中心とする技術研修を受講した。短期専門家は 2016
年度に派遣される予定 
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3-2-3 SSI は、FFS 参加者

が生産した種子の

品質検査を行う。 

2016 年 2 月 11 日現在、SSI は 2015 年に TOT 1 期生が

FFS で生産した種子の検査を ISTA の基準に即して実

施した。 

 

4 － 2 － 4 成果 4 を産出するための活動の進捗 

活動の進捗状況を表 4 - 6 に示す。 

 

表 4 - 6 成果 4を産出するための活動の進捗状況 

成果 4：種子輸出のための種子生産の企業化が進む 

活動 進捗 

4-1 野菜種子生産

者の経営能力の

向上のため、研

修活動を実施す

る 

4-1-1 SAK は野菜種子生産

者のニーズを調査する 
委託採種により野菜種子の輸出を行っている野菜種

子生産者はキルギスにはほとんど存在しないため、

野菜種子生産者のニーズ調査は行われていない。 
4-1-2 SAK は野菜種子生産

者に対し 4-1-1 で把握

したニーズに基づき、

企業化研修を計画する 

プロジェクトは以下の企業化研修を計画・実施し

た。 
・2014 年 12 月：TOT 1 期生向け企業化研修 
・2015 年 4 月、6 月、7 月：TOT 1 期生向け企業化

研修フォローアップ（3 回） 
・2015 年 11 月：TOT 2 期生向け企業化研修を実施

した。 
企業化研修の詳細は付属資料 2 の Appendix 9  に示

した。 

4-1-3 SAK は企業化研修を

実施する 

4-1-4 SAK は講師が使用し

た企業化研修教材をも

とに企業化ハンドブッ

クを作成する 

企業化研修の教材は作成済みであるが、ハンドブッ

クとしては取りまとめていない。 

4-2 外国種苗企業

とのマッチング

を行う 

4-2-1 SAK は外国種子生産

企業のニーズを把握す

る 

プロジェクトは、関係者を以下のとおり APSA 会議

に派遣し、外国種子生産会社のニーズ把握を行った。

・2013 年 11 月：カウンターパート 9 名（神戸） 
・2014 年 11 月：カウンターパート 2 名（マカオ）

・2015 年 11 月：カウンターパート 1 名、専門家 1
名（インド、ゴア） 

また、キルギスを訪れた外国種子生産会社の関係者

との面談・意見交換を通じ、ニーズ把握を行った。

4-2-2 SAK は外国種子生産

企業と野菜種子生産者

のマッチングを支援す

る 

キルギスの野菜種子生産者の技術は、まだ基礎レベ

ルのため、企業とのマッチングを行う段階にはない

が、試験栽培への参加呼びかけを通じて、外国種子

生産会社のキルギスへの関心を喚起している。試験

栽培に参加（試験用種子を提供）した外国の種子生

産会社数は以下のとおり。 
・2014 年：  1 社 
・2015 年： 4 社 
・2016 年： 13 社）予定（  
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4 － 3 成果物 

活動の実施と成果の産出の過程において、多種多様な成果物が作成され広く活用されている。これ

ら成果物一覧を付属書 Appendix 10 に記載した。 

 

4 － 4 成果（アウトプット）の達成度 

成果の達成度は設定された指標に対する到達度によって計測される。各成果の達成度を表 4 - 7 に

示した。 

表 4 - 7 成果の達成度 

成果 指標 達成度 

成果 1： 
野菜種子生産産業振興のため

の実施体制が強化される。 
（達成されていない） 

SAK会員へSAKの野菜種

子生産及び輸出に関連し

た情報に対する満足度 

SAK から提供される情報に関する会員の

満足度の調査は実施されていない。 

成果 2： 
研修農場での研修と FFS によ

り、野菜種子生産技術が普及さ

れる。 
（一部達成されている） 

1. 試験栽培マニュアルの

完成 
試験栽培マニュアルに代えて、2014 年及び

2015 年に採種マニュアルのドラフトを作

成した。作成した採種マニュアル（ドラフ

ト）の対象品目は以下のとおり。 
・2014 年：タマネギ、ニンジン 
・2015 年：タマネギ、ニンジン、インゲン

マメ、ピーマン、スイカ、ネギ、カボチャ

（達成されている） 
2. TOT 研修の結果、FFS
の指導を適切に行うこ

とができると認められ

たトレーナーの人数：8
名 

2 年間の TOT、1 年間の FFS（採種実習）及

びカウンターパート研修に参加した TOT  1
期生は 10 名おり、このうち 6 名が指導者と

して FFS の指導を適切に行うことが期待で

きる。（おおむね達成されている） 
3. FFS 研修に参加した種

子生産者数：480 名 
TOT 期生による FFS は 2016 年から開始さ

れる。（達成されていない） 
4. 研修内容を実践する種

子生産者数：192 名 
TOT、FFS を実施中の段階であり、FFS 種

子生産者は研修内容を実践していない。 
（達成されていない） 

5. ヘクタール当たりの平

均野菜種子生産量が

350kg/ha に達する 

TOT 研修生による種子生産量は微量であ

り、ヘクタール当たりの生産量は測定して

いない。（達成されていない） 
成果 3： 
野菜種子の検査技術が改善す

る。（おおむね達成されている） 

ISTA の基準に即した検査

が的確に実施できるよ

うになる 

2 名の SSI  ラボのスタッフ検査 は 2015 年

11 月に本邦で技術研修を受け、野菜種子検

査技術を向上させた。 
成果 4: 
種子輸出のための種子生産の

企業化が進む。 
（一部達成されている） 

1. 野菜種子生産輸出企業

としての経営能力が向

上する 

TOT 研修生に企業化研修を実施している

が、現時点で、「輸出」の明確な定義が存

在しないため、輸出企業としての経営管理

能力を査定することは困難である。（一部

達成されている） 
2. 野菜種子生産輸出企業

の数が 4 社以上に増える

現時点で、「輸出」の明確な定義が存在し

ないため、この指標を測定することは困難

である。（達成されていない） 
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4	－	5 プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標の達成度は設定された指標に対する到達度によって計測される。プロジェクト目

標の達成度を表 4 - 8 に記述した。 

 

表 4 - 8 プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標 指標 達成度（見込み） 

対象州における輸出可能

な品質の野菜種子の生産

が増加する。 
（達成されていない） 

対象州で生産される輸出可能

な品質（発芽率、純潔度、含水

率及び異種の粒数）の野菜種子

生産が 9.4t に達する 

現時点で、「輸出可能な品質」の明確な定

義が存在しないため、この指標を測定す

ることは困難である。 

 

4	－	6 上目標の達成度 

上位目標の達成度は設定された指標に対する到達度によって計測される。上位目標の達成度を表

4	-	9 に記述した。 

 

表 4 - 9 上位目標の達成度 

プロジェクト目標 指標 達成度（見込み） 

対象州における野菜種子

の輸出量が拡大する 
（達成されていない） 
 

1. 野菜種子の輸出量が 14t に達

する 
外国種苗会社との契約量や契約数を推測

することが難しいため、野菜種子輸出量

を予測することは困難である。 
2. 輸出対象国が 4 カ国に増加

する。 
「輸出」の明確な定義が存在しないため、

輸出対象国を予測することは困難であ

る。 
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第 5 章 評価 5 項目によるレビュー 

5 － 1 妥当性 

プロジェクトの妥当性は高い。中間レビューの時点において、プロジェクトの妥当性を低下させる

要因は存在しない。 

 

（1）受益者のニーズ 

プロジェクトは、対象地域（チュイ州、タラス州、ジャララバード州、オシュ州）の現在と将

来の野菜種子生産者（受益者）にニーズに対応している。 

・乾燥した気候、肥沃な土壌、豊富な融雪水により、対象地域には野菜種子生産の高い可能性が

ある。 

・外国種苗会社からキルギス産野菜種子の潜在的な需要がある。 

・野菜生産者は、種子は保存が容易であること、高い利潤が期待できることから、生鮮野菜より

野菜種子の生産に期待を寄せている。 

・ユーラシア経済連合（Eurasia Economic Union：EEU）に加盟したことから、キルギス政府及び野

菜種子産業関係者は、野菜種子輸出がキルギスで振興すべき産業の 1 つであると認識している。 

 

（2）政策的優先度 

1）キルギスの開発政策 

プロジェクトはキルギス政府の開発政策に合致している。 

・2013 年に作成された「キルギス持続的開発計画（2013～2017 年）」は、ビジネス環境の向上、

農業開発、地域経済の統合に高い優先度を付している。 

・「2020 年までのキルギス共和国のアグロ産業開発戦略」において、2020 年に向けて、輸出振

興ための好ましい環境の創設、農産加工品の競争力の強化、生産増加と農産加工品の輸出

の支援が特記されている。 

・「農業開発新戦略」（2011～2015 年）では、将来の農業分野の有望な輸出品として野菜種子

の生産と輸出を強調している。 

・「国家輸出開発戦略（2015～2017 年）」において、農産品を輸出の優先分野と位置づけている。 

2）日本政府の援助政策 

わが国の対キルギス援助計画（2012）において、運輸インフラ整備と地域間格差の是正が重点

分野として設定されており、この重点分野の中で、農業／ビジネス振興が開発課題の 1 つとなっ

ている。 

 

（3）プロジェクトの方法論 

プロジェクトは、将来の野菜種子生産者（TOT 参加者と FFS 研修生）の野菜種子生産技術を向

上させ、安定的な収入源となる外国種苗会社との委託採種契約を締結することを目的としている。

このようなプロジェクトのアプローチは、開発課題（野菜種子の輸出）を達成する手段として適

切であると判断できる。 

                                                        
  種子は農産加工品に含まれる。 
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5 － 2 有効性 

プロジェクトの有効性は中程度である。プロジェクト開始以降の状況の変化、また、予期せぬ阻害

要因により、プロジェクト目標の指標の目標値は現状に即しているとは考えられない。 

 

（1）プロジェクト目標達成の見込み 

プロジェクト目標の指標は、対象州で生産される輸出可能な品質の野菜種子生産が 9.4t に達す

るであるが、以下の理由により、この指標の目標値に到達することは困難であると予想される。 

・ 指標で記述されている「輸出可能な品質」の明確な基準がない。 

・ 野菜種子生産者数の予測が過大に見積もられている（TOT 研修生が実施する FFS に参加する研

修生数） 

・ さらに、プロジェクトは 2018 年 6 月に終了するが、野菜種子生産のデータ収集は 2017 年に行

われる。 

そのため、「6 - 2 提言」に記載しているように、プロジェクト目標の指標の修正が必要で

ある。 

 

（2）プロジェクト目標と成果の論理的整合性 

PDM のプロジェクトの要約におけるプロジェクト目標と各成果（アウトプット）の間の論理性

は確保されている。図 5 - 1 に示したように論理的整合性がある。 

 

 

図 5 - 1 プロジェクト目標と成果の論理的整合性 

 

しかしながら、プロジェクトの全体像を把握するためには、PDM のプロジェクトの要約の情報

だけでは不十分である。プロジェクトの全体像を完全に理解するには、PDM のプロジェクトの要

約と一緒に設定されている指標を参照する必要がある。 

 

（3）成果からプロジェクト目標への外部条件 

成果からプロジェクト目標に至る外部条件の 1 つとして、「外国のキルギスの野菜種子生産に対

するニーズが減らない」が設定されている。この外部条件で記述されているニーズは実需でなく、

潜在的なニーズであることから、それを明確にするために「外国のキルギスの野菜種子生産に対

する潜在的ニーズに変化がない」に変更することが適当である。 

 



－18－ 

（4）投入の活用 

本邦と第三国の研修で習得した技術と知識は、現存の技術レベルを向上させるために有効に活

用されている。同時に、研修によって野菜種子生産の意欲が刺激されている。また、供与機材は

成果を産出させるために有効に活用されており、維持管理も適切になされている。しかしながら、

プロジェクト終了後の供与機材の管理システムは整備されておらず、今後計画の立案が必要であ

る。 

 

（5）促進要因 

・TOT と FFS が計画通りに進捗していること。 

・ほとんどの TOT 参加者は野菜種子生産技術を習得しており、また、FFS を実施する意欲が非常

に高いこと。 

・十分な数の FFS への参加者が期待できること。 

・試験栽培は円滑に実施されており、外国種苗会社の参加件数が増加していること。 

・一部の外国種苗会社は、試験栽培を通じて、キルギスでの委託採種に関心を示していること。 

・2015 年 1 月に SSI は ISTA の再認証を受けており、また年 3 回実施される熟練度テストにも受

験していること合格していること。 

 

（6）阻害要因 

・SSI をのぞきキルギス側実施機関から、カウンターパートが十分に配置されていないこと。 

・中間レビューまでにプロジェクト・ダイレクターが 3 回交代していること。 

・進行中の SSI の組織再編により技術支援（成果 3）を 2015 年後半まで行えなかったこと。 

・種子生産者数が当初計画よりも少くなること。 

・外国種苗会社とマッチングを支援するには、キルギスの野菜種子生産技術が基礎的レベルにと

どまっており、現段階では困難であること。 

 

5 － 3 効率性 

プロジェクトの効率性は“中程度”である。活動の遅延や、一部しか実施できていない活動もある

が、成果はある程度達成されている。活動の円滑な実施を阻害する制約や困難にも直面したが、プロ

ジェクトの努力により阻害要因を克服してきている。 

 

（1）成果達成の見込み 

中間レビュー時点での成果達成の見込みを表 5 - 1 に記述した。 
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表 5 - 1 成果達成の見込み 

成果 達成の見込み 

成果 1： 
野菜種子生産産業振興のための実施体制が

強化される。 

一部達成されている。 
達成の見込みは中程度を下まわる。 

成果 2： 
研修農場での研修と FFS により、野菜種子

生産技術が普及される。 

一部達成されている。TOT と FFS は計画通り実施

されており、達成の見込みは中程度である。 

成果 3： 
野菜種子の検査技術が改善する。 

遅延があったものの着実に実施されている。達成

の見込みは高い。 
成果 4： 
種子輸出のための種子生産の企業化が進

む。 

着実に進捗しており、企業化研修（BMT）は計画

通りに実施されているが、達成の見込みは指標が

現状に即していないことから中程度を下まわる。

 

上記から、「6 - 2 提 言」のとおり、成果 4 の指標の改訂が必要である。 

 

（2）投 入 

1）日本側 

日本側からの投入は、質、量、タイミングに関しておおむね適切であった。しかし、業務調整

員派遣の遅延や種子産業振興専門家の後任が派遣されていないケースがある。 

2）キルギス側 

キルギス側からの投入は、MOAM、SAK、KOSS からのカウンターパート配置を除いて、質、

量、タイミングに関しておおむね適切であった。 

 

（3）実施プロセス 

・プロジェクト開始以降、おおむね満足できる状況である。JCC 会合は中間レビューまでに 4

回開催されている。 

・プロジェクトのモニタリングは定期的に行われており、その都度 JCC 会合で報告されている。 

・日本側とキルギス側とのコミュニケーションは JCC など正式な会合に加え日常の非公式な臨

時な会合を通じて円滑になされており、プロジェクトに関する情報は関係者の間で適切に共

有されている。 

 

5 － 4 インパクト 

プロジェクトのインパクトは中程度である。 

 

（1）上位目標達成の見込み 

表 4 - 9 上位目標の達成度に記述したように、上位目標に設定されている２つの指標の目標値を

達成することは困難であり、「6 - 2 提 言」のとおり、上位目標の指標の改訂が必要である。 

 

（2）正のインパクト 

・TOT 研修生絵の野菜種子生産技術が向上していること。 

・TOT 参加者の間で、野菜種子の生産／輸出を行う組織を設立する意欲が高まっていること。 
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（3）負のインパクト 

中間レビューまでに負のインパクトは確認されていない。 

 

（4）正と負の波及効果 

野菜種子生産技術は野菜栽培においても活用可能であることから、正の波及効果として野菜栽

培に対する寄与が指摘できる。中間レビューまでに負の波及効果は確認されていない。 

正と負の両面において、ジェンダー間、民族間、階級間のギャップの拡大は確認されていない。

また、負のインパクトと予期されない生と負のインパクトと波及効果は、中間レビュー調査まで

に確認されていない。 

 

5 － 5 持続性 

プロジェクトの持続性は中程度である。プロジェクトの持続性は、実際、外国種苗会社との契約締

結状況によるため、現時点で予測することは困難である。 

 

（1）政策面：高い 

「キルギス持続的開発計画（2013～2017）」と「2020 年までのキルギス共和国のアグロ産業開

発戦略」等のキルギス政府の開発政策、またわが国の対キルギス援助政策に合致している。 

 

（2）組織・制度面：中程度以下 

キルギス政府関係機関に関しては、現時点で野菜種子産業振興のための組織・制度構築や人的

資源の増加を期待することは困難である。しかしながら、キルギス政府は民間ビジネスの向上の

ためのより良い環境の整備、輸出促進と農産加工品の競争力の強化において役割を果たそうとし

ている。また、SAK に関しては、現在のところ、組織・制度的持続性を予見することは難しい。 

TOT 研修生が中心となって設立することが予定される組織の持続性については、現段階で判断

することは困難である。なお、研修生の野菜種子生産に対する意欲は高く、ビジネスマネージメ

ント研修（BMT）を通じて、自分達で野菜種子を生産/輸出する組織を設立する十分な意欲がある。 

 

（3）財政面：中程度以下 

キルギス政府については、現時点で、予算が種子産業振興を促進させるために十分に配賦され

ることを予見することは困難である。SAK については、現在までのところ、財政的な持続性を予

見することは難しい。また、設立される野菜種子生産者の組織の財政的な持続性は、外国種苗会

社との契約締結状況に依存することから予見するこが困難である。 

 

（4）技術面：中程度 

中間レビューの時点において、TOT 参加者が野菜種子生産技術を向上させる余地はまだ残され

ているが、非常に意欲的であることから、プロジェクト終了までに輸出可能な種子を生産するの

に必要な野菜種子生産技術を習得することが期待できる。また、SSI における種子検査技術につ

いては、検査職員の技能は確実に向上しており、またプロジェクトからの支援によりさらに技術

レベルを高めることが期待できる。 
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第 6 章 結論と提言 

6 － 1 結 論 

調査団は、プロジェクトが制約要因や困難に直面しているにもかかわらず、プロジェクト期間の前

半においては着実に進捗していることを確認し、プロジェクトがプロジェクト目標を達成する途上に

あると判断した。プロジェクト活動の一部に遅延が発生しているが、プロジェクト目標を達成する可

能性を著しく低減させるものではない。 

他方で、プロジェクト活動と現状に従って PDM と PO の修正が必要であるとともに、「輸出」や「輸

出可能な品質」等の定義を明確にすることにより、プロジェクトが目指す方向を明確にする必要があ

ると判断した。残されたプロジェクト実施期間（2018 年 6 月まで））を考慮すれば、プロジェクトは

プロジェクト活動の実施を促進させることが必須である。 

5 項目評価基準によるレビュー結果を以下に要約した。妥当性は高く、効率性、有効性、インパク

ト、持続性は中程度である。 

・ 妥当性は高い。プロジェクトは受益者のニーズに対応しており、キルギスの開発政策及び日本の

援助政策と適合している。プロジェクトの妥当性を低下させる要因は確認されていない。 

・ 有効性は中程度である。プロジェクト目標達成の見込みは、明確な「輸出可能な品質」の定義が

存在しないことに加えて、状況の変化や阻害要因の存在により、現状の指標の目標値に到達するこ

とは困難であると予想される。しかしながら、プロジェクトは、プロジェクト目標の達成に向けて

着実に進捗している。 

・ 効率性は中程度である。成果達成の見込みについては、おおむね着実に進展している。プロジェ

クトはプロジェクト活動の円滑な実施を阻害する数々の制約や困難に直面したが、プロジェクトの

努力によりそのような要因を克服してきている。 

・ インパクトは中程度である。上位目標達成の見込みは、将来の外国種苗会社との契約数にかかっ

ているが、それは現時点で推測が困難であることから、予見することは難しい。 

・ 持続性は中程度である。政策面での持続性は高く、組織・制度面と財政面の持続性は中程度を下

まわるが、技術面での持続性は中程度である。 

 

6 － 2 提 言 

調査団は JCC、キルギス側、プロジェクトに対して以下の事項を提言する。プロジェクト関係者は

これらの事項を優先活動として取り組みことが期待される。 

 

（1）PDMとPO の改訂 

プロジェクトの現状と進捗状況に加えて、2 番目の提言である「プロジェクトの目指す方向性」

を考慮して、付属資料 2 の Appendix 11 に示しているように、PDM（version 2）と PO への改訂を

提言する。 

 

（2）プロジェクトの目指す方向性の明確化 

プロジェクトはキルギスで生産された野菜種子の輸出を目指しているが、目指す輸出は外国種

苗会社との委託採種による輸出とし、この目的に沿ってプロジェクトを運営していくことを提言

する。またこの方向性には、以下のとおりビジネスモラルの確立、野菜種子の生産／輸出のため
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の組織が必要である。また、プロジェクトが供与する種子生産、調整用の機材をプロジェクト終

了後に生産者が有効に活用することも重要である。 

1）委託採種に求められるビジネスモラルの確立 

外国種苗会社との契約による委託採種においては、契約に定められた事項を遵守し、ビジネス

モラルを尊重する姿勢がきわめて重要である。契約違反やビジネスモラルに反する行為が 1 つで

もあると、外国種苗会社のキルギス全体に対する信頼が失われ、野菜種子輸出の実現は不可能に

なる。したがって、野菜種子生産者のビジネスモラルを高めるための効果的な研修の実施を提言

する。例えば、プロジェクトの活動の一環として、外国種苗会社との契約による委託採種にかか

る契約のひな形（モデル）を作成したうえで、当該モデル契約に含まれるビジネスモラルに関係

する条項に添って研修生の理解を深めるような研修を行うことが一案として考えられる。 

2）野菜種子の生産／輸出の組織の設立 

外国種苗会社との委託採種のためには、契約の主体となる組織が必要である。本プロジェクト

では TOT 研修生が主体となり、組織を設立することを目指すが、適切な組織形態を十分検討す

るとともに、円滑な設立を支援することを提言する。また、設立後の組織の運営についても TOT

研修生自身が組織を運営できる能力強化を提言する。 

3）プロジェクト終了後の供与機材管理体制の構築 

プロジェクトは野菜種子生産、種子調整に必要な機材を供与する予定であり、一部は既に付属

資料 2 の Appendix 4 に記載されている。調査団はプロジェクトに対し、プロジェクト終了後に

おいても供与機材が効果的に活用されるために、MOAM と野菜種子生産者（TOT、FFS 参加者）

とも協働で適切な維持管理体制を構築することを提言する。 

 

（3）プロジェクトへの当初合意されたカウンターパートの配置 

技術協力プロジェクトは、日本人専門家と受入国カウンターパート機関の協働事業である。カ

ウンターパート機関の能力強化、プロジェクト終了後の成果の持続性を確保するため、調査団は

キルギス側に対して、2013 年 2 月に署名された R/D に基づき、MOAM、SAK、KOSS からプロジ

ェクトに必要なカウンターパートを配置することを提言する。 
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1. 調査日程 

 Date Day 
Japanese Members

Kyrgyz 
Members Leader / Cooperation 

Planning
Evaluation Analysis 

1 Feb 20 Sat  Departure from Tokyo  

2 Feb 21 Sun   -Arrival at Bishkek 

-Report writing

3 Feb 22 Mon   -Meeting with Japanese experts and 
Project staff 

-Meeting in JICA office 

-Briefing on Kyrgyz member of the 
Mid-term Review Team 

-Interview to local consultant (TAIC) 

Briefing on 
the study 

4 Feb 23 Tue  Report writing  

5 Feb 24 Wed   -Meeting with Barko Aleksandr, 
Chairperson KOSS 

-Interview to 1st B TOT participants 

-Observation of 1st B TOT  

-Observation of meeting 
Joint-management of equipment 

 

6 Feb 25 Thu   -Meeting with Mr. Jumaliev, Project 
Manager, MoAM  

-Observation of Joint-management of 
equipment 

-Interviews to 2nd TOT participants 

 

7 Feb 26 Fri   -Interview to Ms. Imanbekova, 
Chairperson of Cooperative Union of 
Kyrgyzstan 

-Field visits to Peasant Farm”Agraiy” 
(SAK member) and AC ”Usen Gaz” 
(TOT participant)

 

8 Feb 27 Sat  Departure from 
Tokyo

Report writing  

9 Feb 28 Sun  Arrival at 
Bishkek

  

Internal meeting

10 Feb 29 Mon  -Preparation of Report 

-Meeting in JICA Office 

-Meeting with Mr. Taalaibek Aidaraliev, Director, SS1, 
MoAM 

-Meeting with Mr. Jigitaly Zhumaliev, Project Manager, 
MoAM

 

11 Mar 01 Tue  Field Visits to farms of TOT participants:  

-Agricultural Cooperative "DosAgro"(Mr.Robert 
Kadyrkulov),  

-Farm of TOT participant (Mr. Niaz Davushev),  

-Farm of TOT participant (Arkadiy and Aleksandr Kan) 
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12 Mar 02 Wed  Field Visits to farms of TOT participants: 

-Farm of TOT participant  (Mr. Magomed Handyshanove) 

-Farm of TOT participant (Mr. Abdykasym Amiraev) 

-Farm of TOT participant (Mr. Janar Mansurov) 

-Farm of TOT participant (Mr. Taalalibek Akkulakov) 

 
 
 
 

 

13 Mar 03 Thu Arrival at 
Bishkek 

 

 

 

 

 

-Discussion with Joint Mid-Term Review Team 

-Meeting in JICA office Report Writing  

-Meeting with Mr. Barko 
Aleksandr, KOSS and TOT 
Training Farm Observation

14 Mar 04 Fri -Visit to Plan Protection 
Department 

-Visit to Plan Protection 
Laboratory 

Report Writing  

-Courtesy call to Dr. Kerimaliev Janybak, Dupty Minister, MOAM  

-Discussion with Joint Mid-Term Review Team 

-Courtesy call to Mr.Bekboev Turdunazir, Minister of MOAM  

-Meeting with Mr.Taalaibek Aidaraliev, Director, SS1, MoAM 

-Meeting with Mr. Abduhakim Slamov, President, SAK

15 Mar 05 Sat -Preparation of Report  

16 Mar 06 Sun -Preparation of Report  

17 Mar 07 Mon -Preparation of Report  

18 Mar 08 Tue -Preparation of Report  

19 Mar 09 Wed Agreement of draft final report by the Team

20 Mar 10 Thu Presentation in JCC, Reporting to JICA office and EOJ 

21 Mar 11 Fri Departure from Bishkek  

22 Mar 12 Sat Arrival at Tokyo 
                                                        

Note: 
JICA (Japan International Cooperation Agency) 
EOJ (Embassy of Japan) 
MOAM (Ministry of Agriculture and Melioration) 
KOSS (Agriculture Cooperative) 
SAK (Seed Association of Kyrgyzstan) 
SSI (State Seed Inspectorate) 

 



－27－ 

2. 合同中間レビュー報告書（Joint Mid-Term Review Report）英語版 
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